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2015 年 8月 11日 

 

景気ウォッチャー調査・近畿地域結果（平成 27 年 7 月） 

～猛暑の影響はプラスだけでなくマイナスも～ 

 
○ 景気ウォッチャー調査・7 月調査の近畿地域の結果は、現状判断[方向性] が 2

か月ぶりに低下、先行き判断も低下となった。 

○ 足元の状況については、インバウンド関連の好調は続いているものの、台風の

接近により、幅広い業界で客足などへの影響が出た。また、月後半に気温が一

気に上がって猛暑となり、季節商品の売行きにはプラスにはたらいたものの、

出控えなどの悪影響も大きく、結果としてＤＩの低下につながったとみられる。 

○ 一方、先行きは、インバウンド関連の好調が続くことへの期待は大きいものの、

円安による諸物価の上昇や、原材料コストの増加に対する不安の声は依然とし

て多い。また、中国経済の先行き懸念が広がっていることもあり、ＤＩの低下

につながっている。特に、中国経済の先行き懸念については、インバウンド関

連の好調に水を指す恐れがあるとの声も出ている。 

○ プレミアム付商品券の販売効果については、期待の声もある一方、少し冷静な

意見も増えてきている。今後、商品券の利用が増えてくるなかで、利用先の業

種や、売上などへの影響に注目が集まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「プレミアム付商品券」関連のコメント（先行き判断）
百貨店（売場マネー

ジャー）

・プレミアム付商品券の利用が始まるほか、県内での国体開催で人の動きが増える。また、以

前から行われていた道路などの大型インフラ事業も完了するため、やや良くなると期待してい

る。

スーパー（店長） ・プレミアム付商品券の利用によって、単価が上がっている。ただし、来客数、販売点数は伸

びていない。

衣料品専門店（経営

者）

・来月に迫ったプレミアム付商品券の販売に、多少なりとも期待している。

その他飲食［ファー

ストフード］（店

員）

・プレミアム付商品券が各地で販売されるため、購買意欲が出てくる。

一般小売店［衣服］

（経営者）

・８月末にはプレミアム付商品券が販売されるため、期待している。

百貨店（営業企画） ・期待していたプレミアム付商品券の動きは今一つ盛り上がっていない。百貨店業界全体をみ

ても、都市部と地方の格差が縮まる気配はない。

百貨店（商品担当） ・プレミアム付商品券による消費拡大を期待しているが、生活必需品への使用が中心で、全体

的なプラスにつながるかは不透明である。

スーパー（経営者） ・地方創生のプレミアム付商品券の効果は限定的な様子である。消費者は商品券を購入しても

利用には慎重であり、売上の増加には至っていない。

スーパー（店長） ・プレミアム付商品券の販売が７月31日からスタートし、期待が大きい。

スーパー（経理担

当）

・ボーナスの増加や、プレミアム付商品券の発行の本格化が、消費には多少の上乗せ材料とな

る。猛暑も一部の商品には好影響を与えると思われ、全体的に売上は安定的に推移する。その

一方、ゲリラ豪雨や台風などの天候要因に左右されるケースも想定される。

家電量販店（経営

者）

・プレミアム付商品券の販売効果に期待しているが、客の財布のひもを緩める要素がほかには

なく、大きな期待は持てない。

その他専門店［宝飾

品］（販売担当）

・宝飾品を購入する優先順位の低さは、今後も大きく変わらない。プレミアム付商品券の利用

についても、生活用品や家電が優先される。

一般レストラン（経

営者）

・市のプレミアム付商品券が利用できる店に登録したが、商品券は売れ残っているらしく、販

売効果への期待が低下している。
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（ＤＩの推移） 
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近畿 全国
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景気の先行き判断ＤＩ

近畿 全国

（ＤＩ）

（近畿地域のＤＩ）
年 13 14 15

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

近畿 53.2 51.4 54.6 52.8 55.8 56.1 55.6 56.3 60.8 43.6 45.9 47.9 51.4 49.3 49.4 47.0 45.4 47.6 47.8 53.3 54.6 54.9 53.1 53.3 52.4

（全国） 52.3 51.2 52.8 51.8 53.5 55.7 54.7 53.0 57.9 41.6 45.1 47.7 51.3 47.4 47.4 44.0 41.5 45.2 45.6 50.1 52.2 53.6 53.3 51.0 51.6

近畿 52.9 52.3 55.9 57.7 58.5 57.3 49.9 42.0 36.0 51.4 54.1 54.5 51.9 51.9 51.5 50.0 48.2 48.6 51.6 55.5 55.5 56.1 53.7 54.2 52.6

（全国） 53.6 51.2 54.2 54.5 54.8 54.7 49.0 40.0 34.7 50.3 53.8 53.3 51.5 50.4 48.7 46.6 44.0 46.7 50.0 53.2 53.4 54.2 54.5 53.5 51.9
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